
                                              

 

 

 

 

 
概 要 

 

地下水位は，自然現象や人為的要因によって，

絶えず変動しています。とくに，地下水位が浅い

場所では，地震時の液状化，豪雨時に地下水位の

急激な上昇による構造物への影響，さらに掘削施

工時の掘削底盤の不安定など, 施工時や竣工後に

おける安全性を確保するため，地下水位は，極め

て重要な地盤情報です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂質地盤の地下水位測定にあたり, 地盤工学会で

は，通常のボーリング調査時に孔内水位を測定する

「ボーリング孔を利用した砂質地盤の地下水位測

定方法（JGS 1311）」と，地下水位の長期的な

変動や自然状態における季節的な変動などを継続

的に測定する「観測井による砂質地盤の地下水位測

定方法(JGS 1312)」を,それぞれ基準化しています。 
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図-1 手動式地下水位測定 図-２ ボーリング孔における遮水方法 図-３ 観測緯度の構造例 

 

図-４ フロート式水位計 
図-１～３、表-１：(社)地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より 

                              

表-１ 透水性と土質区分 

図-４：(社)地盤工学会｢地盤調査法｣より 


